
④地域に根ざした特色ある教育活動の推進

分野・担当 目標達成のための具体的方策 評価規準・数値目標 中間評価 達成度 最終評価 達成度

各式典および集会における集合状況・身だしなみの他、ＴＰＯ

に応じた行動をとれるよう生徒に指導する。

集会時における生徒の集合状況、身だしなみ等、適切に指導が

なされているか。

今年度は、コロナウイルス感染拡大防

止のため、放送で実施した。
B

今年度は、コロナウイルス感染拡大防止のた

め、放送で実施した。
B

生徒が校歌・式歌等をしっかり歌えるように指導するとともに、集

会や式典に対し、積極的に参加する意識の高揚を図る。

校歌、式歌等をしっかり歌えるか。表彰式、卒業式等の式典が適

切に行われ、生徒自身が愛校心を持ちながら積極的に参画でき

たか。

今年度は、コロナウイルス感染拡大防

止ため、歌唱指導をしていない。
ー

今年度は、コロナウイルス感染拡大防止た

め、歌唱指導をしていない。
ー

ＰＴＡ行事における保護者の一層の参加を呼びかけるととも

に、保護者がＰＴＡ活動に参加したくなるような方策を講じ、

活性化を図る。

ＰＴＡ行事における保護者の参加状況は良くなったか。また、新

規事業により、魅力あるＰＴＡ活動を行うことができたか。

今年度は、コロナウイルス感染拡大防

止のため、ＰＴＡの活動を中止した。
ー

今年度は、コロナウイルス感染拡大防止のた

め、ＰＴＡの活動を中止した。
ー

ＰＴＡや同窓会との強固な連携を図りながら、地元地域や中

学校等への発信を積極的かつ適時に行う。本校のさまざまな活

動内容を、より魅力のあるものとして外部に発信できるよう努力

する。

ＰＴＡや同窓会および地域との連携が向上したか。
コロナ禍ではあったが、ＰＴＡ・同窓会

とも連携できた。
Ａ

コロナ禍ではあったが、ＰＴＡ・同窓会とも連

携できた。
Ａ

生徒自身が地域の防災活動に積極的に参加する機会を確保

するとともに、校内における防災ポスターの掲示や有事に備えた

防災訓練を実施する。

生徒が地域の防災活動に積極的に参加しながら、有事の際に、

地域に貢献できる能力を高めることができたか。

校内の防災ポスターを掲示し、より現実的な防災訓練を実施する

ことができたか。

例年、体育館での防災訓練を実施してき

たが、コロナウイルスの感染拡大防止のた

め、グラウンドにて実施した。また、放送にて

日本赤十字社の方に、放送にて講話をし

ていただき、生徒に良い影響を与えた。

Ａ

今年度は、コロナウイルスの影響により、計画

通りの実施はできなかったが、やり方を変えて

対応した。

Ａ

ＰＴＡや同窓会および地域と連携を図りながら、他校の情報

収集に努める。
50周年記念行事への概要を提案することができたか。

50周年記念行事に向けて、ＰＴＡ会

長・同窓会会長と連携を図れた。
Ａ

５０周年記念行事に向けて、一歩一歩前

進できた。
A

本校の現状を分析し、学習習慣を身にための方策を検討す

る。

予習・復習の徹底を目指し、「定期的な課題」や「小テスト」を

通じて、学習習慣を身につけさせ、学力を向上させる。

主体的で対話的で深い学びの実現に向け、「授業公開」「授業

アンケート」を柱とし、「問いに関する研究」や「ICT機器及びアク

ティブボードの活用」、「学習方法を教える」といった活動を通し

て、授業改善をする。

基礎力充実のための「学年コンテスト」のあり方を検討する。

生活実態調査や基礎力診断テストにより本校の現状分析が出来

たか。

生徒の授業外学習を調べ、その時間が増加したか。

「問いに関する研究」や「ICT機器・アクティブボードの活用」、「学

習の仕方を教えること」を行うことで、授業改善ができたか、授業ア

ンケートや授業公開の参観者数などにより判断。

学年・教科と連携し、持続可能な学年コンテストを企画・運営でき

たか。

生活実態調査の状況によると、昨年度

に比べると学習をしない生徒が若干減

少しているが、臨時休業の影響も考え

られるため、引き続き家庭学習の重要

性を伝えていく必要があると考えられる。

授業公開週間については、昨年度に

比べると参観者が大幅に減ってしまった

ため、日程も含めて再検討が必要であ

る。ＩＣＴ機器については、新たにテレ

ビを設置するなど環境を整えることがで

きた。

B

生活実態調査の状況から、授業外学習時

間が増えたとは言えず、引き続き声掛けが必

要であると考えられる。３月の授業等で来年

度に向けた声掛け等を実施していきたい。

また、授業アンケートについては、昨年度に

引き続き授業改善に関して先生方で考えて

頂くことができた。継続的な授業改善を実施

していきたい。

学年コンテストは日程を変更し実施している

が、授業に紐づけた取組は非常に効果が高

くなっていることも分かった。次年度以降の参

考にしていきたい。

Ｂ

守るべき授業規律を徹底する。

「授業指導連絡票」や「授業懇談会」の活用。

守るべき授業規律がほぼ守られているか、授業指導連絡票の提

出状況や内容により判断。

授業への参加態度は良好か。

携帯電話使用による指導回数が前年度に比べて減少したか。

授業指導連絡票の枚数は昨年９月

時点と変わらない。休校期間を考慮す

るとやや増加している。授業規律はほぼ

守られているが、休校明けは集中力に

欠ける姿が見られる。

B

昨年、一昨年度の１２月時点よりやや減

少している。休校明けや夏休み明けに欠け

ていた集中力も秋以降には引き締まり、時

間を守って行動する姿勢が多く見られた。一

方で、携帯電話に関する指導回数は昨年

より５件増え、６５件となった。

B

令和4年度入学生の教育課程編成

系列に関する組織作りを行い、カリキュラム・マネジメント確立へ

向けた準備を行う。

科目選択指導充実に向けた模擬授業日程の変更

令和４年度入学生の教育課程を編成できたか。

系列に関する組織作りを行い、カリキュラム・マネジメント確立へ向

けた下地ができたか。

前年度に比べ、模擬授業に関する指導が円滑に行えたか。

令和４年度入学生の教育課程につい

ては、順序立てて編成を行っている。若

干ペースが遅いように思うが、委員会・

教科等連携しながら編成を行えてい

る。

模擬授業については、教務による確認

を増やすなど、より円滑な指導を行うこ

とができた。

B

令和４年度入学生の教育課程を編成する

ことができた。系列や学校設定科目の見直

し、自由選択群の確保を行うことで、総合学

科としての魅力を発展させた教育課程にする

ことができた。

また、系列会議で系列の目標や身につけさ

せたい力を検討してもらうなど、カリキュラム・マ

ネジメントの確立に向けた取組を行うことがで

きた。模擬授業については、コロナ禍の中で

当初の計画通りには進まなかったが、工夫を

行うことで円滑な指導を行うことができた。

A

蔵書整備で必要な資料を揃え、提供し、授業や総合で活用さ

れる場を作る。

適切な図書の選定、購入、廃棄ができたか。

利用冊数及び利用人数は増加したか。

図書館外での図書の活用が出来たか。

教室内のラックの活用が出来たか。

必要に応じた資料を選定、購入するこ

とができた。廃棄は今後行う予定であ

る。利用人数と冊数においては、今年

度は臨時閉館や座席数の減少等利

用機会が減少した。館外活動は、教

室のラックや放送等で読書推進活動を

行うことが出来た。

B

選定・購入、廃棄については適切に行うこと

が出来た。利用については人数冊数ともに

減少した。

教室で本を活用する授業の増加、クラスへの

本の常設・入替、放送での本の紹介など館

外への活動は増加した。

A

さらなる効果的・効率的な運用を目指したシステムの研究 効果的・効率的な運用を行えたか。

ダミーの廃止などの新しい取組が行われ

ているが、一般ユーザー向けの効果的

な運用はまだまだ改善の余地がある。

B

各教科のメソフィアへの成績入力等でのミス

が数件あった。素点や評定の入力の際の

チェック機能を強化していく必要性がある。

A

令和２年度学校自己評価一覧シート

教育課程と科目選択の改善

学習習慣の確立と授業改善

図書館機能の充実
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)

次年度への課題

次年度への行動目標

ロイロノート等を活用した週末課

題の提示と、新学習指導要領

に対応した授業改善

カリキュラム・マネジメントの確立

授業規律の確立

来年度以降も、コロナウイルスの

影響を考えて臨機応変に対応

していく。

コロナウイルスの影響を考えて、

対応していく。

コロナウイルスの影響を考えて、

対応していく。

地域関係諸機関等と連携した防災行事への

積極的参加と防災学習の充実

本年度の方針

本年度の重点目標

教育目標 教育目標具現化のための

(1)早期に学び直しを完了させ、基礎

学力を確実に定着させるよう工夫する

(2)授業規律を徹底し緊張の中にも知

的好奇心を刺激し充実した授業を実

施する

(3)少人数・習熟度別の円滑実施によ

り、思考力・判断力・表現力を鍛える

(4)科目選択指導の工夫と改善を行う

ともに、系列の特色を生かした専門性を

高める指導内容、指導方法を工夫す

る。

(5)主権者教育の充実

(6)図書館機能を充実し、利用率と貸

し出し数を向上させ、読書活動を推進

する

(7)校務支援システムの円滑な活用

(8)カリキュラム・マネジメントの確立

校務支援システムの円滑運用

評価活動項目

謙虚にして、自信の持てる、心身ともに健全

な社会人の育成を期する

ＰＴＡ・同窓会・町内自治会等、各組織との

積極的な連携

1

式

典

・

集

会

(

総

務

)

(1) 式典を通した厳粛な場に

おける行動・姿勢の習得

(2)愛校心および集団帰属意

識の高揚

式典を厳粛に行いながら、儀式礼法を

習得し、生徒に愛校心と集団帰属意

識をより持たせるよう努める。

厳粛な式典の運営

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

・

外

部

と

の

連

携

(

総

務

)

(1) 授業規律の徹底

(2) 予習復習の習慣化

(3) 公開授業・授業評価・研

究授業研修による授業の質の

向上

(4) 生徒実態に即した授業・

評価方法の工夫

本校の求める姿

コロナ禍において、ＰＴＡ・同窓会

ともできることで連携していく。

来年度も、臨機応変に対応して

いく。

①地域に愛される生徒を育てる組織的生徒指導の徹底
②基礎学力の定着と学力向上を目指す、教科指導・学習指導の充実
③進路希望の実現と進路実績の向上

⑤心身の健康

愛知県立　南陽　高等学校

(1) ＰＴＡ・同窓会と協力し

合う、三位一体の積極的な学

校運営

(2) 地域に貢献し、愛され、地

域に開かれた学校づくり

2

（１）ＰＴＡ活動の充実を図るととも

に、保護者の学校行事への参加率向

上に繋がるよう、さまざまな行事を通じ

て、保護者相互の連携を強める。

（２）同窓会・地元地域との連携強

化を図り、地域に愛され、誇りとなる学

校となるよう努める。

（３）地域関係諸機関との連携を強

化し、地域防災の意識高揚を図る。

保護者のＰＴＡ活動への積極的な参加の促

進

創立50周年記念行事の準備
さらに、具体的に連携をとって対

応していく。

長期休業明けに携帯電話の利

用法について再度確認するととも

に、各授業の開始時にも声掛け

を行う。

令和４年度を見据えて科目に合

わせた選定・購入を行い適切な蔵

書を増やす。

図書館外での読書推進活動を定

着させる。

図書委員会でより主体的に読書

活動に取り組める生徒を育てる。

新しい教育課程に向けたメソフィ

アの再設定
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高大接続改革も見据え、進路研修会の内容をより効果的なも

のにして、本校の進路指導についての共通理解をはかる
進路指導についての共通理解、経験の継承ができたか。

限られた時間内で第3学年の進路指

導について共通理解が得られるよう図っ

たが、今年度からの入試形式・日程の

変更などへの対応は難しかった。

B

調査書の様式変更、今年度からの入試日

程の変更、コロナ対応による大学・専門学

校の動きなどに対して必要な情報発信は

行ったが、すべてに共通理解を持つまでには

至らなかった。。

Ｂ

補習・模擬試験等について情報を周知、参加の呼びかけを強

化して、参加に結びつける。
積極的に取り組ませることができたか。

特に模試に関しては3学年とも対象者

に積極的に取り組ませることができてい

る。

B

模試については進学希望者の参加につなげ

ることができた。補習については、部活動との

兼ね合いなどもあり、例年通りの参加にとど

まった。

Ｂ

ＰＴＡ総会後に進路講演会を実施するとともに、保護者会で

は配布資料の内容を充実させ、必要な情報を発信する

十分な情報提供ができたかをＰＴＡ進路委員会での振り返りの

状況で判断する。

ｺﾛﾅのため進路講演会は実施されなかっ

た。保護者会配布資料は担任の負担も考

えて必要性の高いものに絞った。

B
保護者会での情報発信を担任向けにまとめ

るなど、必要な情報の精選に力を尽くした。
Ｂ

生徒観察や心の健康アンケートなどを通し、生徒の心理変化や

環境変化に気付き、早期発見に務め学年･学校全体で即時

対応をする。

いじめの早期発見・早期対応ができたか。
いじめの恐れや訴えがあった時に、素早

く面談などを行うことができた。
A

中間評価以降も生徒間トラブル等に迅速に

対応することができ、大きないじめ案件につな

がらないようにできた。

A

定期的な点検、登校指導、巡回指導により、制服の正しい着

用・清潔な頭髪の維持・装飾品の不着用を徹底させる。
整った身だしなみで学校生活が送れているか。

化粧カード・スカート指導カードの件数が昨

年度と比較しても減っていない。
B

化粧カード・スカート指導カードの件数が昨年度

と比較して大きく減少した。頭髪に関しても、声

掛けをすれば素直に改善する生徒が多かった。

A

遅刻カードを導入し、さらに遅刻指導の徹底を図る。

授業や教育活動の場面で時間が守れるよう指導する。
年間の遅刻指数が昨年度より減少したか。

９月末時点で昨年度と比較しても遅

刻指数が横ばいである。
B

昨年度と比較して遅刻指数が増加してしまった。

特に、２学期後半からの遅刻数の増加が顕著

に見られる。

B

校内外での啓発活動を充実させ、更なる意識の向上を図る。

集会などの講話で他人を思いやる気持ちの大切さを伝える。

校則違反や法律違反による指導件数が減ったか。

指導を行った生徒のその後の生活が改善されたか。

地域から寄せられるお叱りの電話が多く

寄せられる。その都度周知をしてモラル

の向上を図っている。

B

指導件数は現時点で減少したが、一方で指導

措置の重い事案は増えた。その後の生徒の様子

は改善された生徒が多い。

Ｂ

メリハリのある部活動をめざし、学習と部活動の両立できる環境

を整える。

単に部活動への参加人数を増やすだけでなく、3年間継続して

いける環境整備を検討する。

部活動の数を精選し、指導しやすい環境を整える。

限られた活動時間や活動日数の中で効率よく活動することができ

たか。

生徒の活動状況を把握し、活性化に繋げることができたか。

部活動の数が適正数に精選できたか。

６月開始ながらも今のところ順調に部活動

ができている。部活動の精選については、現

在部顧問に話を聞いている。

B

コロナ対策をしながら部活動を実施することができ

た。大会自体はかなり減ったが、活動を継続する

ことができた。

B

生徒会執行部との連携をしっかりと図り、南陽祭をはじめとする

学校行事を、生徒が主体性を持って企画・運営できるように指

導・支援する。

生徒会執行部と顧問の間に連絡・報告･相談がしっかりなされてい

たか。

生徒会執行部の生徒だけでなく、それ以外の生徒も主体性を持っ

て活動することができたか。

昨年度の反省をもとにより良い活動に改善することができたか。

コロナウィルス感染拡大の影響で例年と

は違う形の文化祭になったが、その中で

も生徒会役員を中心として運営をすす

めることができた。

B

コロナにより生徒会役員が運営する行事が文化

祭と体育祭の２つになったため、活躍の場は減

少したように感じる。ただ感染対策をしながらも中

止にせず実施することができた。

B

生徒会部として実施可能なボランティア活動を検討し、年間を

通して計画的に実施していく。

ボランティア活動の回数が増加したか。

ボランティア活動への参加人数が増加したか。

コロナウィルス感染拡大のため実施できてい

ない
ー コロナウィルス感染拡大のため実施できていない ー

健康診断を適切に実施するとともに、詳しい検査や治療が必要

な生徒への指導を徹底する。

教室や廊下に保健に関するポスターなどを掲示し、啓発活動を

行う。

健康診断が適切に実施されているか。

治療報告書の提出状況が改善されているか。

生徒が保健に関する掲示物に興味を示し、自分のこととして捉え

ているか。

実施した検査については、適切に行うこ

とができた。詳しい検査や治療が必要

な生徒で未受診の者へは、今後も継

続して声掛けをしていく。

B

健康診断を適切に実施することができた。ま

た、治療報告書については、視力、聴力、

歯科の３項目について昨年度より提出率が

上がった。

掲示物については、感染症に関するものを多

く掲示したが、生徒の意識を高めるために

は、別のアプローチの必要性も感じた。

Ｂ

教員による指導の下、通常清掃や大掃除をしっかりと行わせ

る。

「美化デー」、「トイレパトロール」、「ワックスがけ」、「掃除道具入

れの点検」などの委員会活動を充実させる。

定期的に安全点検を実施するとともに、週に１回のペースで校

内巡視を行う。

教員による指導の下、通常清掃や大掃除が行われているか。

委員会活動がしっかりと行われているか。

校内が安全な環境に保たれているか。

通常清掃、大掃除に関しては、十分な

取り組みができている。委員会活動は、

新型コロナウイルスの関係で例年ほどの

活動ができていない。安全点検は、各

担当者の協力で危険な場所の早期発

見、修繕が行われている。

B

通常清掃、大掃除については、年間を通し

て十分な取り組みができた。委員会活動に

ついては、より効果的な活動を目指して、実

施方法を改善をしていく必要がある。安全点

検については、学期末ごとの点検を行い、校

内を安全な環境に保つことができた。

Ｂ

担任、学年主任、SC、SSWとの連絡を密にし、生徒の情報を

共有する。

相談室を開設するとともに相談担当の教員を配置し、生徒が

相談しやすい環境を整える。

月に１～２回、SCに来校してもらい、カウンセリングを受けられ

る機会を設ける。

担任、学年主任、ＳＣ、ＳＳＷとの連携がとれているか。

支援が必要な生徒の情報を共有し、必要な支援が行われている

か。

生徒指導部とも連携が取れており、体

制は整っている。支援が必要な生徒が

増加傾向にあるので、カウンセリングの

機会をさらに設けていきたい。

B

養護教諭から生徒情報がこまめに入るので早期

に対応することができ、ＳＣやＳＳＷに繋げるこ

とができた。相談係２人で役割分担して相談活

動を進めることができた。また、保健室対応を学

年に依頼したところ、学年主任をはじめ学年団の

理解と協力を得ることができ、保健室へ来る教員

が増えて生徒理解も深まった。

Ｂ

広報を充実させ、本校に興味を持つ中学生やその保護者の増

加を図る。
学校説明会等の参加者数を増加させることができたか。

夏の学校説明会について、参加者が減

少してしまった。
B

コロナ禍の影響もあり、学校説明会･体験入

学の参加者数は減少したが、感染症対策を

施すことで、中止することなく実施できた。

B

絶えなき改善を実施し、担任が円滑に授業ができるように、指

導計画を提案する。

「キャリア探究Ⅰ～Ⅲ」の運営について、学年から評価を得ることが

できたか。

学年より、一定の評価をいただいてい

る。
B 学年より、一定の評価をいただいた。 B

年度当初より計画を立て、全体で運営ができるようにし、行事

の充実をはかる。
計画的に総合学科発表会の準備をすることができたか。

新型コロナウイルス対策の計画を立て、

実行中である。
B

教員用タブレットやプロジェクタを活用し、動

画実施を行った。
B

国際理解検討委員会の計画をもとに、国際理解を促す内容を

学校行事のテーマに盛り込み、国際理解教育の一層の充実を

図る。

国際理解を促す内容を学校行事等のテーマに盛り込み、計画か

ら発信まで年間を通して、国際理解教育を充実させ、生徒の課

題解決力を向上させることができたか。

オリンピック・パラリンピック教育と関連付

けて、１１月に実施予定。
－

ＳＤＧｓやオリンピック憲章などについて、生

徒が自らの課題として考える絶好の機会とな

り、課題解決力を向上させることができた。

Ａ

授業や部活動で地域や企業との連携事業を展開しながら、生

徒の成長を促す。またその様子を地域に発信する。

授業や部活動で行う地域や企業との連携事業で生徒が成長した

か。また、地域に発信することにより、地域の信頼を高めることがで

きたか。

新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、連携事業が縮小しているが、関わっ

た生徒は成長が見られる。

B

連携事業に関わる生徒は減少したが、関

わった生徒については、例年以上に密接な

関係を外部の方々と築くことができ、地域の

信頼を高めることができた。

Ｂ
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多

忙

化

解

消

施錠時間を２０時とし、定時退校日の設定日を増やす。部活

動ガイドラインに沿った形で働き方改革を進める。

在校時間等の状況記録で、時間外勤務が８０時間超の人数が

減少したか。
昨年度から変化は見られない。 B 昨年度から若干減少している。 Ｂ

教育相談体制の充実

ＳＣ・ＳＳＷとの連携

7

学

校

保

健

(

保

健

)

（１）心身の健全育成

（２）清掃指導の充実による

校内美化の推進

（１）計画的、適切に健康教育を充

実させ、保健管理票を活用するととも

に、生徒及び教職員の心身の健康が

維持されるよう努める。

（２）清掃指導の充実、施設・設備

の定期的な安全点検の実施により、清

潔で安全な校内外の環境づくりを推進

する。

（３）スクールカウンセラー及びスクール

ソーシャルワーカー等との連携を強化し、

支援を必要とする生徒への教育相談体

制の充実を図る。

生徒・教職員の心身の健康の維持

生徒の健康課題を明確にし、特に

大事なことについては保健指導や

啓発活動を集中的に行い、意識の

向上を図る。

「美化デー」を利用した校内美

化の効率的な実施、ごみの分

別についての啓発などを委員会

活動を通して実施していく。多く

の生徒が意欲的に活動してくれ

るので、その意欲を最大限に活

かせるような指導をしていく。

カウンセリングを必要とする生徒

数、継続相談が必要な生徒

数、相談内容が重いケースが多

い。保健室対応を他学年にも広

げて定着させ、一人の生徒により

多くの教員が関われるようにして

いきたい。

清潔で安全な校内外の環境づくり
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地

域

連

携

（

教

頭

等

）

地域に貢献し、愛され、地域の

誇りとなる学校（文化の殿

堂）

(1)地球規模で考え地球視点で行動

する地域連携事業の確立

(2)地域に愛され、信頼される学校づく

りの方針と情報の発信活動の充実

国際理解教育の推進

広報の充実

生徒の継続した取り組みを促

し、卒業後の行動指針として定

着させる。

地域連携の推進

今年度縮小してしまった事業な

どについて、例年並みの取り組み

に戻し、地域の信頼を高めるた

め実績を積み重ねる。

4

安全意識やマナー･モラルの向上

部活動の活性化

生徒会活動の活性化

ボランティア活動の充実

指導を受けた生徒への継続指導

(面談)は効果的であったとは思う。

全教員で分担して行っていきたい。

部活動においての感染症対策の徹

底

来年度もコロナ対策は必要だと思

われるので、早めの対策をするととも

に、生徒会役員が対策も含めて運

営ができるようにする。

3年間を見通した指導体制の確立

新しい入試日程の周知徹底と、

近年の進学・就職動向の共通

理解の推進。

働き方の改善

(1)生徒個々の夢や適性を見据え、3年間

を見通した指導体制の確立

(2)インターンシップや大学での学びの拡大

により、夢を持たせ将来設計を構築させる

(3)資格取得・補習・模試・共通テスト等へ

意欲的に取り組ませることによる粘り強く挑

戦する生徒の育成

(4)保護者へ提供する進路情報の充実と

教員研修の充実

より指導がしやすい方策を考え、

実行していく。

学校説明会等のポスターを早期

に作成し、より効果的に中学生

に伝わるようにする。

効率的に業務に取り組み、在校

時間の減少に向けて、意識改

革を促す。

時間を守る意識の高揚

(1)生徒会活動、学校行事、部活動

への意欲を高め学業との両立を図る。

(2)生徒委員会活動を充実し、生徒が

自ら意欲的に学校づくりに参画する機

会を作る。

(3)地域交流やボランティア活動の推進

により自己有用感を醸成する。

(1)長時間労働の是正に向けた在校

時間管理の適正化

(2)業務改善に向けた取組

(1)本校の教育内容を、より多くの人に知っ

てもらえるよう、効果的な広報活動を行う。

(2)「キャリア探求Ⅰ～Ⅲ」のより効果的な

指導を探る。

(3)生徒が主体的に活動できる教育活動

が実施できるよう提案を行う。 生徒主体の発表会になるよう、改

善をはかる。
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生

徒

会

活

動

(

生

徒

会

)

業務改善を進め、在校時間を

適正化する

8

(1) 計画的・継続的進路指導

(2) 保護者への進路情報の充

実

(3) 大学企業研究・見学の充

実

(4)組織的進路指導法の研究

(5)推薦合格生徒の学力保証

(1)総合学科としてのあり方研

究

(2)キャリア教育の充実

(3) 地域に貢献し、愛され、地

域に開かれた学校づくり

総

合

学

科

(

推

進

)

生

活

指

導

(

生

徒

指

導

)

5

補習等での学びの拡大と充実

(1) 将来の社会人、職業人としての規

範意識やマナーを徹底指導し、基本的

生活習慣が確立された高い品位、品

格と道徳心を持つ生徒の育成

(2) いじめ防止基本方針に則り、いじめ

のない安心・安全な学校づくり

(3) スマートフォン、携帯電話等の使用

方法について職員の共通理解のもと指

導

(4) 交通安全指導の徹底

身だしなみ指導の充実

いじめのない安心・安全な学校づくり

大学進学希望者への模試受験

指導の継続及び、補習の呼びか

け。

進

路

指

導

(

進

路

)

保護者へ提供する進路情報の充実

総合学科発表会の充実

「キャリア探求Ⅰ～Ⅲ」の効果的な指導を探

り、より本校生徒に適した内容を検討する。

(1)部活動の活性化

(2)生徒会活動、学校行事の

充実

(1) 身だしなみ指導、遅刻・欠

席指導を学年中心に指導しき

る体制の確立

(2) 交通安全指導の徹底、非

行防止、問題行動（いじめ）

の根絶

ボランティア活動があれば無理のない範

囲で参加をさせる。

SNSからのトラブルが依然多いの

で、ＳＮＳの使い方に関しては

継続して注意を促す。

スカートに関してはハイウェストで履く

生徒が増えたので、声掛けは徹底

をしていきたい。

遅刻数が特に多い生徒が増えた。

この生徒を減らしていくことで、全体

の遅刻をしない雰囲気づくりを円滑

にしていく。

進路講演会の充実と保護者会

における情報発信の精選と担任

の先生方への周知の継続


